







































































と認識』は講談社学術文庫）などを出していた東京経済大学教授で社会・経済思想を専攻する今村仁司（後に社会哲学者 称した）が、版元 なる紀伊國屋書店の編集者から翻訳を依頼されたようである（その後は西武の堤清二が本書を「無印良品」のヒント したとされるように、読者の関心は記号的消費の分析へと移ってゆく） 。　
私は一九七〇年代後半のパリ第
3大学博士課程留学中に、東経大の在外研究でやはりパリ滞在中だった今村仁司と














のは一九七八年一月 ことで、航空書簡の日付は「一月一二日」になっている。そして、途中経過は省略するが、結局私自身が後半も含めてパリで（五区クレ街に転居）訳稿を完成させ、その年 夏に帰国後 今村のチェックを経て一九七九年一〇月末に、 『消費社会の神話と構造』邦訳初版が今村・塚原共訳 紀伊國屋書店から刊行され のだった。　
ここから先は『消費社会…』の内容に立ち入ることになるが、今村が近代化された社会でのマルクス主義の新たな






























学文学部）で学んで教授資格をドイツ研究で取った後もずっと高校のドイツ語の教師をしていた。ドイツ語は第二次大戦中ボードリヤール少年が住んでいたフランス東部の古都ランスがドイツ軍に占領され、学校でドイツ語教育を強制されたという、いわば負の遺産として身についたと本人は語っていた。教師時代はアルジェリア反戦運動などに関わりながら、マルクス派哲 者・社会学者の大物アンリ・ルフェーヴルの助手としてマルクス『ドイツ・イデオロギー』仏訳やサルトルの雑誌『レ・タン・モデルヌ』などに関わるが、一九六六年、パリ西郊ナンテールにパリ大学の分校ができて、ルフェーヴルの推薦でようやく大学教員 なっ 。彼の博士論文は『物の体系』で、その審査員にロラン・バルトとピエー ・ブ デューがいたこともあり、ルフェーヴルの推薦を受けてナンテールで社会学を講じるようになるが、ボードリヤールにはバルトともブルデューとも違う独自の発想があった。それは「モノへのこだわり」である。二〇〇〇年頃の回想（ 『パ ワード』塚原史訳、ＮＴＴ出版、二〇〇三年）で、彼 サルト 『嘔吐』のマロニエの根の描写に強く惹かれ、関係性から切り離された「モノ」の世界に取り憑かれ と述べるが、それはんな描写の箇所だったにち いない
　　
「マロニエの根は、私の座っているベンチの真下で、地面にくいこんでいっ
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ところで、この種の消滅をめぐる感受性はボードリヤールの写真に対する関心にもつながり、一九九〇年代以降は












　『消費社会…』以後、ボードリヤールは『象徴交換と死』 （一九七六年） 、 『シミュラークルとシミュレーション』
（一九八一年）などの著作を次々と刊行して世界的に注目され、オリジナルと複製の対立を超えたオリジナル不在のコピーとしてのシミュラークルとか、現実よりもリアルなハイパーリアルといった発想を展開してゆくが、その種子というか原型のような発想が、すでに本書に出てくる。そのうえで、消費社会が極限に達して、その先が不透明になっている現代社会では、訳者が想定している新たな読者（もちろん学生諸君に読んでもらえればうれしい だ ）は、本書第三部「マス・メディア、セッ ス、余暇」の詳細な描写、そして結論部での「悪魔との契約の終わり」という視点にも関心を持って読み進んでもよいだろう。消費社会の「豊かさ」とは「悪魔と 契約」だという は かりやすい比喩で、シャミッソー 物語『ペーター・シュレミール』で 、ボードリヤールが引用しているヴェゲナーの映画『プラハの大学生』でも、貧しい若者が悪魔に自分の影を売り渡すことによって豊かさを得るのだが、その悪魔と 契約が終わったら いったいどうなるのだろうか。　
ベルリンの壁の崩壊から九・一一まで（三・一一も入れたいところだが、ボードリヤール没後だった）の現代史を








学派」など日本で「現代思想」として紹介された流行があったとはいえ、マルクス主義から構造主義までの「主義」がまだ残っていて、ボードリヤールだけでなく、フーコーやリオタールやらのスタン もそれ への批判というかたちでのオーソドックスな思想の痕跡を残していた。そうした状況の渦中で、 わゆる正統的価値観とは異質の「キッチュ」や「パロディ」といった 無価値なもの」 、 「無意味なもの」の持って る「思想性」や「表現力」を、ボードリヤールは本書でとくに強調しているわけだが、彼のそんな発想が最初に強調されたテクストとして『消費社会…』を再読してほしいものである。ボードリヤールによるキッチュの定義は、二一世紀の現在の文化の特 を表すものとして、今なお有効ではないだろうか。彼は、まがいものや（オリジナル不在の）シミュラークルがいわゆる本物やオリジナルにとってかわる時代を先駆的に予告していた。　「キッチュはとくに擬似モノ、つまりシミュレーション、コピー、イミテーション、ステレオタイプとして、あるいは現実の意味作用の貧困、記号と寓意的指示とちぐ ぐな共示作用 過剰 ディテールが飽和状態に達した段階などとして定義できるだろう。 」 （一七五ページ）　したがって、党派的マルクス主義の衰退あるいは終焉以降の思想の展開、つまりは戦後思想史の中で本書を「ポス
トモダン」の歴史的モニュメント し 読むと、前後のつながりが希薄な で孤立して まうかもしれ い。しか
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ことで、オリジナルとは何か、コピーとは何かと う問題が社会的関心を呼んで る。ことの成り行きは別にして、自称「オリジナル」とは既知のデータの組み合わせにすぎないことが暴露されてしまった けであり、 「新 い」とされるデザインが、コンピューターを利用して過去の様々なデータから記号をピックアップ 組み合わせ ことで、あっという間に作られてしまう。建築もある程度そうした面があり、ボードリヤールは現代フランスを代表する建築家ジャン・ヌーヴェルとの二〇〇〇年の対話（ 『
les objets singuliers
建築と哲学』 、塚原史訳、鹿島出版会）







会は誰のもの？」で某国首相をリアルな首相以上にハイパーリアルかつパロディ的に演じた映像作品がラディカルに示していた） 、 「新しい方向」というものがどのようなものであり得るのか、 「新しさとは何か」と、もう一度考えるとき、例えば、かつてなら資本主義に対抗する新しい社会のモデルは社会主義だった。しかしそれが廃墟どころか幻想でさえなくなってしまった。 は「消費社会」はこれからも社会の新しいモデルであり続けられるだろうか？そう考えると、答えの出ない問い 連鎖が続くほかはない。歴史的には、近代化の一つのゴールとして消費社会 出現したとは考えられるが、しかし、それは黙示録的、終末論的な未来にも当然つながってゆくの から　
西欧近代の歴史観では産業革命以降の社会の展開は、システムによる社会と労働の管理を生産主義的に肯定的に捉
えてゆくが、消費社会という発想はまったく違う視点でシステムをとらえようとしている。人間が主体でモノが客体であるという近代的論理は 資本（家）が主体で労働（者）が客体だというイデオロギーに結びつき、結局エリートが大衆を効率よ 管理する ったテクノクラート的発想から「脱工業化社会」が説かれたわけだが ボードヤールの「モノ」が主体とな 消費社会論に 、そんな発想を逆転する意外な力がある。　
というのも、消費社会と管理社会はワンセットのように思えるが ボードリヤールは消費という人びとの行動の中













課程留学中で、ダダ・シュルレアリスム（とくにダダの創始者ツァラ）研究をテーマにしていたので、そこで本書と出会い強い興味を覚えたわけだから、当然関連はあったことになる。ボードリヤール自身も最初から社会学者になりたかったわけではなくて、若い頃関心があったのは二〇世紀のアヴァンギャル 芸術（シュルレアリスムより ダダや構成主義）だったと、二〇〇三年来日の際に本人から聞いたことがあるが、 『嘔吐』への執着が示すように、ボードリヤールの知的な出発点は人間による支配 自立したモノの 界へ 関心や憧れにあった。この場合のモノは事象的実体なので自然も含むが、そうした自然や建築から空き缶や紙 ずなど 「モノ（
objet ） 」を、世界の主人顔を
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というものがどういう性格の社会として出現したのかをもう一度振り返って考えさせてくれる点にあるだろう。ボードリヤールが半世紀前に描き出した光景を二一世紀の現在に重ねてプレイバックしてゆく。その一方で、前方を見つめたときに、私たちの周囲で消費社会がある日突然終わることはありえないとしても、環境破壊や原発事故や無差別テロや増え続ける難民など解決策の見えない深刻な事態が加速度的 進行して る。そう た諸問題が、差異表示記号としてのモノで構成される現代社会 内側から、システム 管理しきれない異議申し立 的な要素を明るみに出していて、そこには近代社会が葬ったはずの「呪われ 部分」つまりプリミティブで管理不能な何かが再び顔をのぞかせているような気がしてならない。　
ボードリヤールは一九八七年の評論集『アメリカ』で「アメリカは最後のプリミティブな社会だ」と言い放った
が、そうした意味で 消費社会には近代以前のプリミティブ 社会に接続している面があるの はないだろう 。最近（とくに日本の）大都市の街頭で毎年一〇月末日の夜に繰り広げられる「ハロウイン」の魔女たちの一夜限りのアナーキー 誇示しているように、最先端が最初の場面と、合理主義的思考が非合理的感性と、どこかでつながってしまうような感覚である。　
そんなことも考えあわせて、本書新装版が消費社会の新たな位置づけのなかで世代を超えて読み継がれていくこと
を、邦訳初版刊行から数十年後の今日なお、訳者の一人 してひそかに願っている。ボードリヤール自身 二〇〇三年来日の折に、一〇月九日、超満員 早稲田大学大隈小講堂で開催された講演会「 ロ バリズムと暴力」 （通訳
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, and by the sun, far ahead of them
 – draw



















「そして、丘の上へ、上へ、人びとは登ってくる。 〔祭日の露店で買った〕くすぐり棒やお化け人形や薔薇の花や羽根飾りを手に持って。上へ、上へ、彼らは叫びながら、笑いながら、かん高い声を立てながら、光と熱の中に押し入ってゆく。まるで、はるか下の方の何かに、そして彼 のはるか上の方の太陽に押され いるかのように
　　





伊國屋書店から出版された機会に、訳者の一人として（もう一人の訳者今村仁司は前述のとおり二〇〇七年五月六五歳で逝去、ボードリヤールも同年三月六日七六歳で没 た） 、最初の邦 刊行をめぐる回想を記したものであり、あわせて本書の現代的性格と新たな読み方の可能性にも言及 。なお、そ 内容は『図書新聞』三二二六号（二〇一五年一〇月一七日号）第一面掲載の同紙須藤巧取締役編集長によるインタビュー「塚原史氏に聞く、Ｊ・ボードリヤール著『消費社会の神話と構造
　
新装版』 」と一部重なっている。貴重な紙面を提供していただいた須藤氏に、この
場を借りて謝意を表したい（彼は本学第一文学部社会学専修卒業で、在学中の二〇〇三年ボードリヤール早稲田講演のボランティア・スタッフとして活躍した） 。
